
U.D.C. る21.395.44

高 出力トランジスタ電力線糠送電話装置
TransistorizedPower Line Carrier Telephone Equipmentwith HighPower Output

工 藤 康* 田 村 秋 雄*
YasushiKud6 Akio Tamura

内 容 梗 概

最近におけるトランジスタ技術の発達ほ誠に目ざまい､ものがあり,特にメサ形シリコントランジスタの技

術は 断周波数10数Mc,コレクタ損失10W程度の高出力高周波tlランジスタを実現せしめた｡これによ

って従来トランジスタ電搬装障の設計上最大のあい路であった送信出力が低いという点に関する問題は飛躍的

に解決されつつある｡すなわち従 の真空管式装置に使用されていたものとほとんど同等の出力性能を有する

トランジスタ送信増幅器の設計が可能となったのである｡

今帆 この送甘増幅錯を字体として斬新な回路構成による仝トランジスタ電力線搬送電話装置の標準シリー

ズを完成した._)このシリーズのうち特に1通話路形,2通話路形,4通話路形のものは在来の真空管式装置と

同じ送信i-H力,装繹機能を有するものである｡

本文においてはこのトランジスタ電力線搬送装置シリーズについて述べてある｡

し,1,2および4通話路数のものにおいて従来の真空管式 搬装置

1.緒 言

近年急速にトランジスタ化されつつある搬送電話

特に電力線搬送電話装置にあっては,

(1)高出力が要求されること｡

装置のうち,

(2)搬送線路周波数が比較的高いこと｡

などのため,従来のトランジスタを使用する場合にはその送信出力

に制約な受け,したがっていわゆるトランジスタ電搬においてほ送

信増幅錯のみ王'モ空管を使川するのが通例であって,仝トラソジスタ

式電搬装程は比較的線路損失の小なる区間においてのみ簡易形とし

て使用されているのが現状である｡すなわち送信増幅器用トランジ

スタの得がたいことが電力線搬送 置の全トランジスタ化に対する

あい路となっていたことは周知のとおりである｡

筆者らは新い､トランジスタを依って高出力の送信増幅帯を設詔

雛1表 標準電搬シリーズ主要性能一･覧表

通 話 路 数

通 話

帯 域 内 偏 差

送 信 出 力

標準線路損失

自動利得調整範囲

同

漏
同

上 圧縮率

S/N

講 減 衰 罷

期 方 式

信 号 方 式

電 源

消典碓力(江2)

装置の大きさ
高さ×幅×奥行

円--17形

電話1CH

0.4～2.Okc

3dB以内

+25dBm

(トランジスタ)
*

+35dBln

25dB

+10

-15dB

±20%以内

55dB以上

5〕dB以上

独 立

2.3,2.4kc FS

DC･-24/-48V

約18W
*約120W

l,35つ×520×

225mm(江3)
*2,300×5〕0×

225コtm(注3)

ロー27形

佗話1CH

電信12CH(旺1)
または電話2CH

電話0.3～2.Okc
電信0.3～2.4kc

3dB以内

+25dBm/CH
(トランジスタ)

*+35dBm/CH

25dB

+10

-15dB

士20%以l勺

55dB以ヒ

5〕dB以上

従 属

2.3,2.4kc FS

DC-24/一48V

約23W
*約120W

l,350×520×

225Tlm(注4)
*2,300×520×

225:nm(注6)

円-47形

電話3CH

電信7CH(注1)

電話0.3～2.3kc
電信0.3～1.5kぐ

3dB以内

+25dBm/Ctl
(トラソジス/)

*
+27dBm

25dB

+10

-15dB

±20%以内

55dB以上

5･)dB以上

従 属

2.55,2.65kc FS

DC-24′/--48V

約31W
*約15)W

l,35つ×520×

22511m(江5)
*2,300×520×

225コ1m(注7)
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*
最終送信増幅器部に鶏空管を使用した場合

注1170C′/Sスぺ-シシ/グ

江2 継電器群を含まず

江3 自動選択継電器群,エリミネータ電源雪遅黒装可佗

注4 ェリ

江5 ニLリ

旺6 ェリ

ロ三7 ェリ

ミネ一夕電源盤実装可能,継電器群を含まず

ネ一夕電源盤,継電器群を含まず

ネ〉タ電源髄継電器群実装可能

ネ一夕電源健継電器群実装吋能

* 日立製作所戸塚工場

と同等の出力を有する一連の全トランジスタ化電力線搬送装置を完

成したので以下にその概要を述べる｡

2.概 要

2.1装置概要および主要性儲

全トラソジスタ化された電力線搬送電話装置の新い､系列は1通

話路形,2通話路形,4通話路形であって,それぞれPJ--17形,

PJ-27形,Pト47形と称せられる√)その二1三要性能ほおおむね第1表

に示すようなものである｡

∠群βイ
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第1図 PJ【17形周波数配置図
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2.】.1周波数配列

各装置とも15kcの副搬送波を用いて予備変調を行い,しかる

後に線路周波数に変換する方式を採用して,高価な水晶ろ波器の

使用を避け各部ろ波器の設計を

明すると次のようである｡

にしている｡各装掛こつき簡単

1通話路形(PJ-17形)

送信受信とも15kc下側帯披を中間周波に用い,第2変調搬送

周波発振器の周波数を切替えて送受信周波数の切替えを行ってい

る.弟l図にその周波数配置を示す｡占有周波数帯域は±2.5kc

で10kc間隔に配列される｡

2通話路形(PJ-27形)

副搬送波15kcの上下側帯波にそれぞれ第1,第2

通話路を配列して,いわゆるTwinChannelを形成し,

かつ副搬送波を監視電流として送出する｡

4通話路形(PJ-47形)

4通話路形は前記2通話路形のTwin Channelを

2組作/_,てこれらをそれぞれ群変調Lて線路周波数に

配列する｡したがってこの場合には監視電流は2通話

絡ごとに送出され 受信側にはこれらの監視

L【こしノて自動利得

二 r;盃1

=ユユ仰､〃､乍♂式rの一芸合

ノ甘

♂
7- ｢

~~~■~

~Jβ｢▲ -----j

江:実線は送信,破線は受信レベルを示す｡信号は音声より5dB低い｡

信号器入力はRINGINにて-25dBmである｡

第4図 PJ-17形略回路図,レベルダイヤグラム
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流に対

整器が2通話路ごとに実装されてい

るので,線路特性のHumpによる伝送帯域内の損失偏

差を自動的に圧縮するり

(4通話路形以上たとえば6通話路形,12通話路形,

のものも上記Twin Channelの部分を基本として同

様に構成することができる｡)

2通話路形(PJ-27形),4通話路形(PJ-47形)の周

波数配置はそれぞれ弟2,3図に示すとおりである｡

2.l.2 回路構成および構造

各装置の回路構成はそれぞれ弟2図ないし弟る図に
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江ニ 1.信号レベルおよび監視電波レベルは装置出力席にて+20dBmである｡
2･信号受信レベルはRGF OUTにて-15dBm,監視電流受信レベルはPFOUTにて-35dBm〔-44dB/600fl(H)〕である｡

第 5 図 PJr27形咤回路図,レベルダイヤグラム
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.受信チャネルにはCOMP.EXP.および信号回路ほ実装しない｡

.信号レベルおよび監視電流レベルは装置出力端にて十15dBIⅥである0
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第 6 岡 PJ-47形咤回路図,レベルダイ ヤグラム

第7図 PJ-17形

1CH 電搬装置外観

(架高1,350mml従来の
半分である｡)

第8図 PJ-27形

2CH 電搬装置外観
特た(の別

め

仕莫様により高出力形
空管式増幅器およ

び自動選択継電器群2CE
分が実装されている｡

架高2,750mm)

･..≠‥ノ

第9図 PJ-47形

4CH 電搬装置外観

(本品は架高1,350mmで
従来の半分である｡2,750

mm架の上半分に実装され
るため試験盤,ジャック鮭
が装置下部に実装されてい
る｡)

示すとおりである｡大部分のパネルは各装置共通に使用されてお

り,品質の均一化を計っている｡

装置の構造は超多

適用されているD形

端局装置をはじめ各種トランジスタ装i削こ

準構造(1)を採用している｡すなわち各バネ

ルはプリント配線板を基体とするプラグインシーtlとなっており

これをアルミニュームダイカストのわくに取付けてきょう体にプ

ラグインする｡きょう体側のレール否もまたアルミニュームダイ

カスト製品である｡
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きょう体は高さ1,350mm,幅520mm,奥行225mmを基準と

しており,連結金具を用いて高さ2,750mlllの 準架構成が可能

であるような構造となっているし.第7図ないし第9図に装~置外観

の一例を示す｡

また総合周波数特性および総合遇魯荷朝刊の一例を弟10～13

図に示す｡

装置性能,定格,ならびに構成の概略は以上のとおりであるし､

以~F装置の主要部分につき述べる｡

3.部 分 回 路

3.1送信増幅器

力線搬送装置の送信増幅器はその特色として,通信線搬送装置

などのそれに比べて高出力を要求されるほか,多通話路形において

は通話路間の 話減衰農,1通話路UL形では廿局回り込み減衰量

を確保する必要上その泥変調ひずみ率を極力小ならしめることが必

要である｡

本シリーズにおいて1通話路形,多通話路形共各々通話路当りの

出力+25dBmであるから,前者においては自局回り込みS/N40dB

以上,また後者にあっては正伸器を使用して漏話減衰量50dB以上

などの条件のもとに送信増幅岩割こ要求される最大出力を算出すると

概略+35～+38dBmとなる｡

従来のトランジスタをもってしても最高周波数450kc,最大出力

+36～十38dBmでかつ低ひずみ率を要求する増幅器の設計はきわ

めて困難であったが,前述のような高出力トラソジスタの出現によ

ってこの問題はおおむね解決された｡本シリーズに使用する送信増

幅器の出力特性を第14図に示す｡回路構成はエミッタ接地3段の

負帰還増幅器で帰還量約30dBである｡弟15図にその周波数特性
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周 波 数｢Aごノ

第10図 PJ-17形総合周波数特性

♂ 十軍

人カレてル(JJ引

第11因 PJ-17形総合過負荷特性

周 波 数(片どノ

第21図 PJ-47形総合周波数特性

♂ +4

人力レてル(Jββ)

第13図 PJ-47形総合過負荷特作

､だ
+

を示す｡また弟lる図は送信増幅器の外観である｡

6通話路以上の多通話路形装置において+25dBm/CH以上の出

力を必要とする場合には真空管式送信増幅器を付加することができ

る｡この場合陽極 高圧 源はトランジスタを使用したDCrDCコソ

バータにより得ている｡弟17図ないし弟19図は高出力真空管増幅

卜
.

(
篭
)
樹
碕
も
ム
.
幣
｢
謁

節44巻 第3号

十J♂

出力レベル r(ガ〝)

雛141又l送信■ 増 幅 器 声_uプJ特一作

困 波 数(〟Cノ

第15回 送信増幅器周 波 数特性

器および同上用DC-DCコンバータの外観である｡

3.2 自動利得調整回緒

制御信号とLて2周波信号 流(1通話路形),あるいは監視

(15kcの副搬送波を伝送する2通話路以上の多通話路形)を用い,

整流後ベース接地トランジスタのコレクタインピーダンスを変える

ことにより増幅利得を制御している｡この方式の特色は入力レベル

の変動に対する応動範仰の広いことであって弟21図に自動利得調

整同格の 性を示す｡制御 r･としてはダイオードを使用している

ので動作時定数は小さく周波数反転形の多端局連接系統を構成する

際にも好都合である｡

3.3 圧伸器回路

2通話路以卜の多重通話路形装置では圧仲器を使用して雑音低

減,S′/N比改善を計っている｡正伸器は圧縮率抜,伸長率2であっ

て,第22図はその総合入出力特性である｡

3.4 信号器回路

1通話路形(PJ-17形)および2通話路形(PJ--27形)においては

2･3kc,2･4kc,4通話路形(PJ-47形)以上の多通話路形装匠にお

いては2･55kc,2･65kcの2周波FS信号方式を用いており,受信側

周波数弁別回路の出力をトランジスタシュミット回路に印加しその

コレクタ回路にそう入されたリードリレーを駆動している｡リード

リレーは動作時間が短いためインパルスひずみがきん少であり,ま
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第16一束】送二倍増幅:裾盤外観

(勒附こ見える見地の拒がトラノジスタの~附順である0)

第17図 高l=ノJ装~匡川1送イ｢‡増幅器
(_丹生管既≠)

第18図 DC-DC コソーバータ外観
(出力約100W)

第191望1DC-UCコンバータ外観(裏面)

た密閉形構造であるのでじんあいによる接ノよ陣て書は件撫である0ま

た有極リレーの如き保守調整は全く不要であるこ･弟20図に信一弓欄

の入力レベル対イソパルスひずん持性を示す｡

今回新たに

4.終 日

準電搬シリーズとして開発したPJ形電力線搬送電

話装置につきその概要を述べた｡

これらの装置は斬新な回路構成に意を用いまた最新の回路部品を

使用している｡

従来の真空管式

に高周波用高Hlカシリコントラソジスタの出現は

力線搬送装置に近い=力な全トランジスタで実現
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第211宝l自動利得調整回路特竹

測定回硲

-Y一十射げ

一･一十∠♂℃

1緑風臥 一財β胤肘β吼 ♂♂臥

月 割定嗣増幅器=利得βJβ

間接数1柑揖

】即
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~~~~藷

第22図 圧伸一祐=叫路総合入出力特性

する送信増幅器の設計を可能ならしめた｡ にらさ 孟 な発展を遂げ

っっぁるトランジスタ技術の成果は期して待つべきものがあり,電

力線搬送装置の分野から完全に頁空管が姿を消すのは遠い将来のこ

とではないと考えられる｡

今回のシリーズは仝トランジスタ化電搬

で,トランジスタ自体の充

置の一段階を示すもの

,新しい部品の開発などにともなう幾
多の改良検討の余地を残していることはいうまでもない0よりよき

ものの完成のためにおおかたのご教ホ即11ぐ次第である0
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登録新案弟522738号

装 甲 形 配

この考案は･装甲形配電盤内より遮断器を引き出して内部点検を

行なう場合に･これを安全に行ないうるようにした安全装置の改良

にかかわり･図において1は配電箱,2i･まとびら,3ほ配電箱内へ

導入された母線,4は断路器,5ほ遮断器,6ほ変流器,7はケー

ブルヘッド,8は断路器と遮断器とを接続する導体,9は遮断器と

変流器とを接続する導体,10ほ電圧変成器,11ほ遮断器の前面に設

けられ導体8の部分をおおう遮へい板,12ほ遮へい板裏面に設けた

常開接点･13ほブザあるいほ表示燈などの報知器である｡

装甲形配電盤内の点検を安全に行なうために断路器4を閉路しノた

後でなけれは遮断器5の引き出しを行ないえないように構成するこ

とほ従来より実施されているが,遮断器5を引出す以前でしかも,

まだ断路器4が閉路されている状態においては,点検者が断路器4

より遮断器5へ至る充電部分へ接触し感電する危険があ′〕た｡

この考案は,この点にかんがみて考案されたもので,断路器4⊥

り･遮断器5に至る端子側へ電圧変成器10を接続して設け,この電

圧変成器10の二次側には遮断器5の前面に備えた遮へい板11の開

閉に応動して開合する接点12,およびこの接点12により動作する

報知器13によ′-て警報回路を形成けことを特長とするものであ

る()

の考案によれは,遮断器5を閉路した彼の配電箱1内の点検に

先立ち,とびら2を開いても,充電部分は遮へい板11によっておお

われて滞り,もしこの状態で遮へい板11を開放した場合ほ,接点12
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が閉合されるので,電圧変成器10の二次側の警報回路が形成され点

検者ほ報知器13によって配電箱1内が充電されていることを知る

ことができ,これiこより断路器4を閉路して配電箱1内の点検を安

全に行なうことができる｡
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被動クラッチ4を固定した中間被動軸5に逝かんする被動

歯車2に駆動クラッチ3を軸方向に移動可能に設ける｡

(2)上記クラッチ3,4にかみ合い力を与えるスプリング6およ

び調整ナット7を被動歯車2の左側に設置する｡

(3)ギヤケーーづ/二/グ16の端部に移動可能に設けた手動ハンド

ル11のボス部のクラッチ室11a内にクラッチ12,13をお

さめる｡

(4)そのクラッチ12,13をハンドル11のボス部および被動歯

車のボス部2aの延長端部にそれぞれ固定する｡

(5)クラッチ室11aの外部に旨蓋17を設ける｡

作用および効果

電動操作時には剛こ示すように,手動ハンドル11は仕置きめピソ

15によりギヤケーシング16に係合し,かみ合クラッチ12,13は互

にはなれている｡したがって手動ハンドル11は中間被動軸5の回

転中その位置に静止している｡

停電時あるいはその他の理由により手でもって中間被動軸5を介

して最終被動軸20を回転するには,ハンドル11を左方向に引きク

ラッチ12,13をかみ合わせる｡そうすれはハンドル11はクラッチ

12,13を介して被動軸5,20と連結されるからただちに手動操作を

行なうことができる｡
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上記電動および手動操作時に被動軸に異状負荷がかかれは,クラ

ッチ3,4のかみ合がはずれて過負荷は防止される｡

この考案によれば,手動および電動操作時における過負荷を容易

に防J上することができ,また装置の内部に雨水の浸入する心配は今

くないから,錆の発生するのを防ぎ作動の円滑を期することができ

る○ したがってこの考案は屋外用電動スルースバルブにきわめて好

適なものである｡ (野 村)

〝 〟- `
一わ

イ

〟/

∠♂

∫

7～/一芸

J




